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～どうして、親の心配が通じないのでしょう～ 

翔太「ただいまー、さむい、サムーイ」と翔太君はストーブの前に座りこみます。 
ママ「おかえりなさい。コートを脱いで、手を洗って、うがいをしていらっしゃい」 
とママは夕飯のしたくをしながら声をかけます。お鍋の火加減を調節してふと見ると、
翔太君は妹の静香ちゃんが見ているテレビに見とれています。 

ママ「翔太！早くしなさい！」 
翔太「わかってる！」 
ママ「分かっているなら、すぐにやりなさい。昨日も同じことを言いながら夕飯まで何も
しなかったじゃない。風邪をひいたらどうするの！ママ知らないわよ。苦しいのは、あな
たなんですからね」と、語気が強くなりました。  
沸騰するお鍋のふたを取りながら、ママはフッと気が付きました。 

 
 
 
 
 

そこで、 
ママ「ねぇ、翔太。帰ってきたらうがいや手洗いをしないと、あなたがインフルエンザに

かかるんじゃないかとママは心配なんだ。」と話してみました。 
翔太「だって、寒いから動くのイヤなんだもん」 
ママは、「はい」という返事を期待していたのですが、

翔太は言うことを聞きません。 
そこで 
ママ「ママは、あなたのことが心配なの。インフルエンザ 

 にかからないかと。あなただけじゃなくて、静香に 
 もうつるかもしれないでしょ。風邪だったらまだし 
も、インフルエンザにかかったら、ママ嫌だよ。」 

翔太「わかったよ。洗えばいいんでしょ」 
と反抗的な言い方です。様子をうかがっていると、手は、

水をかけただけ。うがいは。グチュと一回だけです。 

心配してるのに～ 

イヤだな～ 

『今の言い方は、あなたメッセージ。私がイライラしていることは、翔太に伝わってい
るけれど、うがいや手洗いをしないのを私が嫌だと思っている理由は何も言っていない。
こういう時は、わたしメッセージで理由を言えば、翔太に分かりやすいかもしれない』 



  どうして、親の心配が通じないのでしょう。 
あなたメッセージで翔太君を全て否定するよりは、ママが、親の気持ちやその理由、親へ
の影響が子どもに理解されやすいわたしメッセージで話したことはとてもいいことでした。 
 しかし、親が子どもの言い分にまったく耳を貸さずに繰り返したり、言いたいことだけ
を言って子どもの思いを無視すると、子どもは思いが強いときほど頑なになって、行動を
変えようとはしなくなってしまうのです。 
わたしメッセージを出した後、子どもが子どもなりの言

い訳や思いを話したら、それに耳を傾けて、その内容を確
認してみましょう。この話の聞き方を能動的な聞き方とい
います。親が子どもに『あなたは、○○と思っているのね。』
といったように確認するのです。 

 
ママ「翔太は手を洗いに行くのがいやなんだ」と翔太君が
言っていたことを確認しました。 
翔太「だって、洗面所は寒いし、水は冷たいし…」 
ママ「寒いから洗面所で手を洗うのが、イヤなのね。」 
翔太「うん」 
ママ「だけど、ママはうがいと手洗いをしないと、風邪や 

 インフルエンザにかかるんじゃないかと、とっても心配なの」 

 
翔太君はちょっと考えると、走って洗面所に行き手を洗い直してウガイをしました。 
親にとっては言い訳であったり稚拙な理由かもしれませんが、子どもは、子どもなりの

言い分を聞いてもらえたと感じると、とても不思議なのですが、親の言うことを聞き入れ
やすくなるのです。 

お互いの思いを大切にしあう会話を、子どもとしてみませんか。対立があるときに話を
することを避けてしまいがちです。わが子であっても、その子なりの人生ですから親とは
違った人間です。感じ方も人生に求めるものもその子なりでしょう。 
違いを理解しながらも歩み寄り、わたしメッセージで親自身を語り、子どもの思いもし

っかりと聞いてみましょう。子どもを理解するチャンスであり、子どもの個性を大切にす
るチャンスでもあるのですから。 

 
ご一緒に考えてみませんか? 

家庭教育の悩みや不安について相談するには、 
白井市教育センター室 ０４７－４９２－２３０１ 
千葉県子どもと親のサポートセンター ０１２０－４１５－４４６ 
千葉県総合教育センター特別支援教育部 ０４３－２２７－１１６６ 
（障害のある・あるかもしれない子どもの養育や教育について） 

養育上の悩みや非行・虐待など児童の福祉相談するには、 
中央児童相談所 ０４３－２５３－４１０１ 
（子ども・家族１１０番） 

白井市家庭児童相談室 ０４７－４９７－３４７７ 
（社福）千葉いのちの電話 ０４３－２２７－３９００ 
（ひとりぼっちで悩まずに……２４時間・年中無休） 

子どもの非行などを相談するには、 
少年センター（千葉県警） ０１２０－７８３－４９７ 
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